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主な内容

市役所あれこれ便利電話　おしえてコールひろしま ☎082-504-0822、F082-504-2121　年中無休 8:00～21:00　(担当課へは各課直通番号で)

～ 　8月6日を中心とした平和関連行事／平和記念式典開催に伴
う平和記念公園への入場規制などのお知らせ／新型コロナワクチン   など

～ 　くらしのガイド、施設のイベント
～ 　区版

NO.１78０

◀広報紙がスマホで
読めます（10言語対応）

ひろしま広報

とうろうに祈りを
込めて

ピースメッセージとうろう流し
8/6 ㈰  18：00 ～21：00
元安川親水護岸（原爆ドーム対岸）

この記事は、主に右記
S
エスディージーズ

DGsのゴールの達
成に役立つものです。

【SDGs…持続可能な開発目標】

とうろうは、後ほど回収します

オンラインとうろう流し
　スマートフォンを使って、オン
ラインからも、とうろう流しに参
加できます。
　仮想空間の川に流されたメッ
セージは、とうろう流し会場のモ
ニターに投影されます。
　平和への思いを書き込み、メッ
セージを発信してみませんか。
【現地投影時間】
8月 6日㈰18：00～21：00

　昭和20(1945)年 8月 6日午前 8時
15分、投下された原爆は一瞬にして
多くの人の命を奪いました。即死を
免れたもののひどいやけどを負っ
た人々は熱さと痛みに耐えかねて
近くの川に身を投じ、その多くがそ
のまま命を落としました。

とうろう流しの由来
　被爆後、バラック建ての商店が市
中心部に建ち、人が戻りつつあった
昭和22(1947)～23(1948)年ごろ。大
切な人を失った遺族や市民が供養
のため、手作りのとうろうを川に流

　原爆、戦災、一般死没者の霊を慰めるとともに、世界へ
平和のメッセージを発信し恒久平和を祈願する「ピース
メッセージとうろう流し」。今年は、4年ぶりに自分の手
でとうろうを流す「手流し流灯」を再開します。
問とうろう流し実行委員会（☎245-1448、F245-1899）

すようになりました。それが、8月 6
日の「とうろう流し」の始まりとい
われています。
　とうろうには、亡くなった人の名
前（法名または俗名）と流した人の名
前（施主名）を記すなどしますが、近
年この催しでは、国内外から来広し
た人々が「平和への思い」などを書
き込むようになりました。
　原爆の残り火を採用し継承され
てきた「とうろう流し」。現在では、
「慰霊」と「平和メッセージの発信」
の両方の意味を持つようになって
います。

とうろう流しの概要
　

日8月6日㈰
● 手流し・委託流灯の受け付け・販売 

 6：00～20：30
とうろうがなくなり次第終了
￥800円／基

● 流灯式　17：30～18：00
｢広島　愛の川」合唱　

●  とうろう流し　18：00～21：00 
●  ミュージックセレモニー

18：00～20：４５　
慰霊のための音楽奉献

　混雑が予想されます。係員の指示に
従い列に並ぶなど、安全対策へのご協
力をお願いします。
　とうろう流しについて詳しくは、

灯ろうに込めるメッセージ
検索

８月６日とうろう流し
検索


